
 

 

 
【 ＪＡ版・第８１１号 】 

   本所 耕種総合対策部 ＴＡＣ・営農支援課提供 令和８年１月１４日 更新 

次回は令和８年１月２８日（水）配信予定です。 

★各欄の《下線部分》をクリックしていただきますと、記事内容が表示されます★ 

✨TAC‼公式アカウント 友達募集中✨ 

ＴＡＣ公式ＬＩＮＥアカウントではＴＡＣの皆様が日々担い手に訪問する際に 

話のネタになる情報や営農技術関係の情報などを配信しています。 

ぜひご登録ください！ 

■登録は右のＱＲコードからお願いいたします■  

お知らせ 

■本所ＴＡＣ・営農支援課 担い手の労務管理情報を配信します！NEW 
農業分野の労務課題について情報を配信します。本日配信号からスタートです。 

社会保険や雇用制度など、労働環境整備のための情報をお届けします。 

◆記事はこちらから  

 
◇今後の配信スケジュール 

 ＴＡＣ通信（奇数月第２水曜日掲載）／ＴＡＣ ＬＩＮＥ（奇数月第３月曜日配信） 

 担い手営農サポートシステム「ナレッジ」_18（ＴＡＣ広報・情報誌）にも格納します。 

 
 

■三重県本部 出向く活動のレベルアップへ「パワーアップ大会」を開催（１２／９）NEW 
三重県本部 営農対策部は１２月９日、津市のプラザ洞津で「三重県出向く活動パワーアップ大会」を開催しました。ＪＡの

出向く担当部署の担当者・管理者、ＪＡグループや県の関係者５２人が参加しました。 

本大会は、地域農業の担い手に出向くＪＡ担当者の活動の成果を共有し、相互研鑽とモチベーション向上をはかり、担い手と

の信頼関係を継続・醸成するためのスキルアップを目的としています。 

県内でブドウを生産している農業経営者からの講演では、基本に忠実に取り組んでいることや、着色と風味のよいブドウに仕

上げる工夫などを紹介しました。 

県内の出向く活動事例として、ＪＡみえなかから「担い手営農サポートシステム」を活用した活動の「見える化」の取り組み

や、課内で編成したチームごとの目標設定と取り組み推進について報告しました。 

県外の出向く活動優良事例では、滋賀県大津市など６市を管内とするＪＡレーク滋賀から、地区別チーム編成による地域農業

の課題解決に向けた取り組みや、ドローンを活用した防除・施肥の受託作業の取り組みなどを説明しました。 

 
【講演する農業経営者】 

 

■岡山県本部「岡山県ＪＡ担い手推進活動県外視察研修（福岡県）」を実施（１２／８）NEW 
岡山県本部とＪＡ岡山中央会は、県内ＪＡの出向く体制強化を目的に、営農ＤＸと新規就農者支援事業の先進地・福岡県で視

察研修を実施しました。研修では、ＪＡくるめの「担い手営農サポートシステム」による業務量把握や訪問管理、「nimaruJA」

を活用した一斉通達による省力化など、先進的なＤＸ事例が紹介されました。ＤＸ化を検討する県内ＪＡにとって同システム

の運用体制整備は課題であり、意見交換は熱を帯び、参加者からは「解決の糸口が見えた」との声もありました。また、福岡

県本部にはＮＪアグリサポートのイチゴの新規就農者支援事業を紹介いただき、高収量を実現する栽培技術を持つ講師陣、施

設利用を含む研修体制、臨時労働力の補填など、県内での支援促進に向けた学びを得る機会となりました。 

 

https://drive.google.com/file/d/17mE56BucDHRl4ESQ8LOC9M1Yoo9KegXk/view?usp=sharing


【営農ＤＸ事例紹介に熱心に耳を傾ける研修参加者】 

 

■岡山県本部「ＪＡ職員向け園芸用ハウス組み立て実習」を開催しました（１２／７）NEW 
岡山県本部は１２月７日、「営農指導員強化研修」の一環として園芸用ハウス組み立て実習を行いました。 

同研修は３年間を通じて土壌・肥料技術、病害虫管理、農業経営などを学び、出向く活動に必要な基礎知識習得と技術力向上

を目的に開催しています。今回の実習では、資材メーカーと全農生産資材課を講師に迎え、連棟ハウスの組み立てを実施しま

した。約２０名が参加し、高所作業や手作業の難しさ、圃場の傾斜に対して水平を保つ重要性を実感しながら、ポイントを確

認しました。 

完成したハウスは、営農指導員の実習施設として特産花の栽培や指導に活用する予定です。当県本部は今後も地域農業に寄り

添う営農指導員育成に向け、多様な研修を企画してまいります。 

 
【ハウス建ての様子】 

 

■栃木県本部「耕種スマート農業実演展示会」を開催（１２／１７） 
栃木県本部 営農販売企画部 担い手支援課は、１２月１７日に「耕種スマート農業実演展示会」を開催しました。当日は、Ｚ

-ＧＩＳ・ザルビオ等のソフトウェアや、それらとシステム連携できる農業機械に加え、リゾケア・アクアポート等の省力化

技術の展示を行いました。また、セミナー会場では、ザルビオの初級・中級・上級に分けての操作体験会、今年度より栃木県

本部にて設置を開始しているＲＴＫ基地局の概要説明や、ＲＴＫを活用した自動操舵実演会を実施しました。栃木県本部は、

今後も県内の担い手支援に向けた取り組みを進めていきます。 

 
【①農業機械等の展示、②ザルビオ操作体験会、③ＲＴＫ自動操舵実演会の様子】 

 

■秋田県本部「秋田アグリフロンティア育成研修」でＺ-ＧＩＳ講習を実施（１２／１６－１７） 
秋田県本部は１２月１６日－１７日に、県と市町村が連携し、秋田県の次世代を担う農業者が受講する「秋田アグリフロンテ

ィア育成研修」の講義として、受講生１１名を対象にＺ-ＧＩＳの講義をおこないました。この講義ではＺ-ＧＩＳ基本操作の

他、圃場管理、農業経営に関する学びを深めました。秋田県本部では継続的にＺ-ＧＩＳの指導・普及に取り組み、次世代を担

う農業者の育成・支援に努めてまいります。 

 
【講習の様子】 

 

■岩手県本部「ＪＡいわて花巻ザルビオ研修会」を開催（１２／９） 
岩手県本部は１２月９日、ＪＡいわて花巻、ＢＡＳＦジャパンと共同で「ＪＡいわて花巻ザルビオ研修会」を開催し、生産者

や県内ＴＡＣ・営農指導員およそ６０名が参加しました。研修会では、同システムを活用している農業法人・山正（山形県）

による特別講演に加え、新規導入ユーザー・導入済みユーザーに分けた階層別の操作研修を実施し、活発な意見交換の場とな

りました。 

参加した生産者からは、「優良事例や効果的な活用方法を知る良い機会となった。今後の活用に活かしたい。」と前向きな声

をいただきました。 

 



【研修会の様子】 

 

■群馬県本部「営農支援システムの操作研修会」を開催（１２／３・１２／１１） 
群馬県本部生産資材部担い手推進課はＪＡ邑楽館林にて、１２月３日（水）・１２月１１日（木）２回に分かれて営農支援シ

ステムの操作研修会を実施しました。本研修はＪＡ支援で取り組む「系統未低利用・大規模生産者への推進体制構築」の一環

で、情報の相互活用による推進活動の進捗管理や生産者情報の蓄積、推進手法の確立を目的としています。３７名が参加し、

PC を用いて実際の操作方法を確認しました。参加者からは「日々の出向く推進活動に、システムを活用するイメージが沸い

た。このシステムを使うことがゴールではなく、出向く推進活動をより良いものにする為の１つのツールとして使っていきた

い。」との感想がありました。 

 
【研修会の様子】 

 

■岡山県本部「農機フェア２０２５」でスマ農情報発信・農作業安全を啓発（１１／２８－２９） 
ＪＡグループ岡山は１１月２８～２９日、「農機フェア２０２５」を開催し、２日間で約３,５００人が来場しました。農機メ

ーカー２５社による最新機械の展示をはじめ、肥料・農薬に加え環境に配慮した栽培技術や農業ＩＣＴの紹介ブースを設置し、

営農に役立つ情報を提供しました。併せて農作業事故体験ＶＲを用いた安全啓発活動を行い、農作業現場における危険性の周

知や安全対策の重要性を学ぶ機会も提供しました。 

農業ＩＣＴブースではザルビオやＺ-ＧＩＳなどのスマート農業技術を紹介し、来場者から関心の高さが伺え、操作体験では

「簡単に使える」「マップの見方が分かった」と好評でした。ＪＡグループ岡山は、これからも地域性や規模に応じた農業機

械や栽培技術提案を通じて、生産者一人ひとりの営農を総合的に支援します。 

 
【農業ＩＣＴブースの様子】 

 

■秋田県本部「スマート農業指導士育成プログラムでＺ-ＢＦＭの講習」を開催（１１／１７） 
秋田県本部は１１月１７日、スマート農業指導士育成プログラムでＺ-ＢＦＭの講義を実施しました。今回はＪＡ職員や生産

者、県職員ら２４名に対し、Ｚ-ＢＦＭの基礎～応用演習まで組み入れた講義を行い、営農計画の策定について学びを深めま

した。講義中は現場での活用を見越した質問が飛び交いました。受講生は今回学んだ内容を、プログラム後半で行うスマート

農業導入の最終プレゼンテーションで費用対効果を示す指標として活用します。 

  
【講習会の様子】 

 

■ＡＦＪ日本農業経営大学校オンラインスクール 

「寺坂農園に学ぶ 農家のための共感マーケティング」講座のご案内 
ＡＦＪ日本農業経営大学校オンラインスクールは、２０２６年１月１３日（火）～１５日（木）の日程で、「寺坂農園に学ぶ 

農家のための共感マーケティング」講座を開催いたします。 

（各回 12:30～13:30のうち、お好きな日にちにご受講いただけます） 

ＳＮＳ・ＤＭ・接客といったさまざまな顧客接点を戦略的に活用し、お客様の共感を生み、育て、リピーターへとつなげてい

くための実践ノウハウを学ぶオンライン講座です。 

体験講座の詳細は本校ＨＰでご確認いただけます。 

https://www.afj.or.jp/jaiam/onlineschool/empathy_marketing/ 

https://www.afj.or.jp/jaiam/onlineschool/empathy_marketing/


 
 

経営・労務相談 

■担い手対応の経営相談 

担い手を対象として経営に関する相談を行っています。 経営に関する税務の疑問・質問がありましたら、以下の相談票

に記入の上、本所ＴＡＣ・営農支援課まで送付ください。 

※無料ですので、積極的にご活用ください。 
経営・税務相談票はこちら 

 
■担い手の労務管理情報を配信します！NEW 
 農業分野の労務課題について情報を配信します。本日配信号からスタートです。 

社会保険や雇用制度など、労働環境整備のための情報をお届けします。 

◆記事はこちらから ☜Click here   
 
◇今後の配信スケジュール 

 ＴＡＣ通信（奇数月第２水曜日掲載）／ＴＡＣ ＬＩＮＥ（奇数月第３月曜日配信） 

 担い手営農サポートシステム「ナレッジ」_18（ＴＡＣ広報・情報誌）にも格納します。 

 

■農業経営支援に関する役立つ情報を配信します！ 
 農業経営支援に関する役立つ情報をＴＡＣ通信、ＴＡＣ ＬＩＮＥで配信をしていきます！ 

実際に合った事例や、過去の対応・決算データ等を基に現場のＴＡＣに分かりやすい形でお届けします。 

◆記事はこちらから ☜Click here   
 

◇今後の配信スケジュール 

 ＴＡＣ通信（毎月第４水曜日掲載）／ＴＡＣ ＬＩＮＥ（毎月末配信） 

担い手営農サポートシステム「ナレッジ」_ 17（新規就農・事業承継・税務相談）にも格納します。 

 

 
 

mailto:zz_zk_tac@zennoh.or.jp
file://fs04.intra.zennoh.or.jp/00%E5%96%B6%E8%BE%B2%E3%83%BB%E7%94%9F%E7%94%A3%E8%B3%87%E6%9D%90%E9%83%A8%E9%96%80%E5%85%B1%E9%80%9A/%E5%85%A8%E5%9B%BD%E6%9C%AC%E9%83%A8%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%AB%E3%83%80/%E5%96%B6%E8%BE%B2%E8%B2%A9%E5%A3%B2%E4%BC%81%E7%94%BB%E9%83%A8/10%E6%83%85%E5%A0%B1%E7%99%BA%E4%BF%A1(%E6%9C%AC%E6%89%80%E3%81%8B%E3%82%89%EF%BC%89/30%E6%8B%85%E3%81%84%E6%89%8B%E5%AF%BE%E7%AD%96/09%E3%82%A2%E3%82%B0%E3%83%AA%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%BC%E3%83%AB/%E7%B5%8C%E5%96%B6%E3%83%BB%E7%A8%8E%E5%8B%99%E7%9B%B8%E8%AB%87%E7%A5%A8(%E6%A7%98%E5%BC%8F%EF%BC%89.doc
https://drive.google.com/file/d/17mE56BucDHRl4ESQ8LOC9M1Yoo9KegXk/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1woLdDcmwBK6N5AQvvPrPImFk-ujhsMLF/view?usp=sharing


◆アンケートはこちらから！  
 農業経営支援に関する上記の記事の感想、今後取り扱ってほしいテーマなど皆さんのお声を気軽にお聞かせください！ 

技術情報 

■農研機構 技術情報  「イチゴの収量を品種ごとに計算する Web-API「NARO生育・収量予測ツール②イチゴ」」 
（農研機構ＨＰへリンク）NEW 

今回は、イチゴの収量を品種ごとに計算するWeb-API「NARO生育・収量予測ツール②イチゴ」の研究成果を紹介します。 
 
「NARO生育・収量予測ツール②イチゴ」は、栽培情報、施設内の環境情報、生育情報を用いて、品種ごとに乾物生産や収量を
計算するツールである。施設栽培のイチゴにおける夏秋どり栽培および促成栽培に対応している。 
 
※農研機構プレスリリース・普及成果情報は担い手営農サポートシステム「ナレッジ」18_（TAC広報・情報誌）にリンクを貼
付しています。 

（出典：農研機構ＨＰ 普及成果、研究成果より） 
～全農は、農業現場が抱える課題の解決に向けて、農研機構と連携し、新技術・新品種の産地提案や実証試験を通じた普及推進に取り組んでいます～ 

 

■農薬研究室 技術情報 あぶらな科野菜につくイモムシの見分け方 
（アピネス／アグリインフォＨＰへリンク）NEW 

今回はキャベツやブロッコリーなど、あぶらな科野菜につくイモムシの見分け方について紹介します ！ 

害虫を見分け、適切に防除しましょう！ 

担い手営農サポートシステム「ナレッジ」04_（農薬）にも格納してあります。 

（出典：アピネス／アグリインフォＨＰ 営農情報より） 

農業労働力支援 

■全農本所ＴＡＣ・営農支援課 「全国労働力支援協議会」の開催 
本所ＴＡＣ・営農支援課では、全国６ブロックに設置したブロック別労働力支援協議会での協議を踏まえ、農業労働力支援

を通じた地方創生・地域活性化を目指す「全国労働力支援協議会」を令和４年３月に設立し、設立以降毎年開催しております。 

６ブロックの協議会（北海道、東北、関東甲信越、北陸東海近畿、中国四国、九州）と、全中、全共連、農林中金、全農お

よびパートナー企業を構成団体とし、オブザーバーとして農水省他関連省庁や関係企業等にも参加いただいています。 

今後、本所ＴＡＣ・営農支援課は協議会を通じて、①農業への多様な人材の活用促進、②農業以外の他産業との連携促進、

③後継者誘導しやすい環境づくりの促進を目指し、農業だけでなく地方が抱える課題の共有と解決に向けた取り組みを進めま

す。 

 

 

■全農本所ＴＡＣ・営農支援課 「９１農業」の提唱 
本所ＴＡＣ・営農支援課は、様々な方々に農業参加を促す新たなライフスタイル「９１農業」を提唱しております。 

他産業・一般の方々に向けて、①農業へのハードルを下げて農業参加を訴求すること、②パートナー企業連携による農作業

請負の取り組みを広く周知すること、等を目的として「あなたのライフスタイルに農的生活を１割取り入れませんか？」をコ

ンセプトに、少しでも多くの方が農業に関われるような環境を目指して全国労働力支援協議会とも連携しポスターやＨＰ等で

ＰＲ活動を進めています。 

 
 

事業承継 

■全農本所ＴＡＣ・営農支援課 「事業承継支援 虎の巻」のご案内 
全農本所ＴＡＣ・営農支援課では事業承継ブックを活用した事業承継支援にかかるＴＡＣの技を収集し、全国のＴＡＣの皆

様に「達人の極意」として共有いただけるよう「事業承継支援 虎の巻」を発信しています。 

あなたの「技」を全国のＴＡＣへ伝授いただけませんか？伝授についてのご相談は県域ＴＡＣ部署を通じて本所ＴＡＣ営農

支援課にご連絡ください！ 

担い手営農サポートシステム「ナレッジ」17_（新規就農・事業承継）にも格納済みです。ご活用ください。 

 

■全農本所ＴＡＣ・営農支援課 「Ｚ－ＧＩＳで効率的な事業承継の実現を！」のご案内 
全農本所ＴＡＣ・営農支援課では訪問チラシ「Ｚ－ＧＩＳで効率的な事業承継の実現を！」を作成しています。Ｚ－ＧＩＳ

の推進および事業承継の啓発の際にご活用ください。こちらからご確認いただけます。 

 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScfDTwp7OW2HftCmQntxOzQO7iHN0AL2DEG0HUkiIlMQtHQBw/viewform?usp=sharing&ouid=118092944620751375636
https://www.naro.go.jp/project/results/5th_laboratory/nivfs/2024/24_027.html
https://www.agri.zennoh.or.jp/docs/%E3%80%90%E8%BE%B2%E8%96%AC%E6%8A%80%E8%A1%93%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%80%9120260114%E3%81%82%E3%81%B6%E3%82%89%E3%81%AA%E7%A7%91%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%8F%E3%82%A4%E3%83%A2%E3%83%A0%E3%82%B7%E3%81%AE%E8%A6%8B%E5%88%86%E3%81%91%E6%96%B9.pdf
https://drive.google.com/file/d/14KogZJkgrL_eLKqiFQX0wYnv89Om3i0L/view?usp=sharing


■全農本所ＴＡＣ・営農支援課 「ＪＡグループにおける事業承継ブック親子版を活用した事業承継支援の手引

き」のご案内 
全農本所ＴＡＣ・営農支援課ではＪＡ全国担い手サポートセンターと連携し、ＪＡ等職員に「事業承継ブック親子版」を一

層活用いただくべく取り組みポイントを整理し、支援の具体的イメージが理解できるよう手引きを作成しています。 

ご一読いただき皆様の事業承継支援の取組の後押しとなることを願っています。 

手引きは、担い手営農サポートシステム「ナレッジ」17_（新規就農・事業承継）にも格納済みです。 

 

■全農本所ＴＡＣ・営農支援課 事業承継啓発チラシ親子別Ｖｅｒ．のご案内 
全農本所ＴＡＣ・営農支援課は、事業承継啓発に係るツールとして親子で別々に活用できるチラシを作成しています。この

チラシは「初めて親、子の意向の聞き取る際に親と子で別々にアプローチすると進めやすい」というＴＡＣの声をもとに作成

しました。個別ヒアリング後、内容を親子で共有する場をつくることで、以後の経営者と後継者の話し合いのきっかけとなる

よう事業承継を提案する最初の一歩目のツールとして使いやすいものとなっていますので、担い手訪問の際に持参していただ

ければと思います。 

チラシデータは担い手営農サポートシステム「ナレッジ」17_（新規就農・事業承継）にも格納済みです。 
 

■事業承継ブック（部会版）発行・配付 
本所ＴＡＣ・営農支援課は「事業承継ブック～産地全体の話し合いのきっかけに～」（事業承継ブック部会版）を発行し全

農ＨＰで公開しています。是非、各県でのＴＡＣ活動を通じて活用をよろしくお願いします。 

                         全農 ＨＰはこちら 

■事業承継ブック（集落営農版）発行・配付 
本所ＴＡＣ・営農支援課では各県からの意見に基づき、「事業承継ブック～世代を超えた話し合いのきっかけに～」（事業

承継ブック集落営農版）を発行し全農ＨＰで公開しています。是非、各県でのＴＡＣ活動を通じて活用をよろしくお願いしま

す。 

全農ＨＰはこちら 
 

Ｚ－ＧＩＳ 

 

👏👏！！Ｚ－ＧＩＳ の動画のご紹介！！
👏👏 

全農本所スマート農業推進課が、 

新たにＺ－ＧＩＳの動画を１編作成しました。 

計３篇を公開しますので県やＪＡ・生産者のへの

導入、展示会等のＰＲに 

ぜひご活用ください。 

Ｚ－ＧＩＳスタートアップガイドはこちら 
Ｚ－ＧＩＳユーザーインタビューはこちら 

Ｚ－ＧＩＳユーザーインタビュー２０２０は

こちら  

 

■本所スマート農業推進課 ～スマート農業の先進事例を見てみよう！～「Ｚ－ＧＩＳ・ザルビオ活用ガイド２

０２３／２０２４」を発行（ご案内） 
本所スマート農業推進課では、Ｚ－ＧＩＳ・ザルビオの利用促進、さらなる普及拡大を目的に、令和元年度のＺ－ＧＩＳ導

入ガイドから始まり、令和４年度は「Ｚ－ＧＩＳ・ザルビオ活用ガイド２０２３／２０２４」を発行しました。 

各システムのユーザーである全国の生産者、ＪＡにインタビューを実施し、計８事例掲載しております。また、ガイドの冒

頭２ページに、Ｚ－ＧＩＳ・ザルビオを導入いただいたユーザーのスタートアップを支援するため、利用登録から圃場・作付

登録までの手順を掲載しております。 

冊子をご要望の方は、本所各営農資材事業所、本所スマート農業推進課までご連絡ください。また、Ｚ－ＧＩＳホームペー

ジや担い手営農サポートシステム「ナレッジ」15_（スマート農業・ICT）でもＰＤＦ版を公開しております。 

活用ガイド２０２３／２０２４はこちらからご覧いただけます。 

 

人材育成（ＴＡＣアグリビジネススクール、他各種研修資料等） 

■全農本所ＴＡＣ・営農支援課 令和７年度ＴＡＣアグリビジネススクール開催スケジュールのご案内 
令和７年度のＴＡＣアグリビジネススクールについて、日程が決定いたしましたので下記の通りご案内いたします。 

※第８～１０回で開催時間の変更がありましたので、ご確認ください！ 2025/7/9更新 

回 日程 時間 テーマ 

１ ６／３（火） １０：００～１５：００ 農業を取り巻く情勢・取り組み 

https://www.zennoh.or.jp/tac/business.html
https://www.zennoh.or.jp/tac/business.html
https://youtu.be/AayxRQKK6S4
https://youtu.be/hxUHVDgGYP4
https://www.youtube.com/watch?v=2VF_uIpnFuc
https://z-gis.net/99/soko/downloads/Z-GIS%E3%83%BB%E3%82%B6%E3%83%AB%E3%83%93%E3%82%AA%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%892023%EF%BC%8F2024.pdf


２ ７／９（水） １０：００～１５：００ 生産資材・技術情報① 

３ ８／５（火） １０：００～１５：００ 農業労働力支援・相続・事業承継 

４ ９／３（水） １０：００～１５：００ 農業現場における労務管理・会計基礎 

５ １０／８（水） １０：００～１５：００ 会計・税務研修① 

６ １１／５（水） １０：００～１５：００ 会計・税務研修② 

７ １２／３（水） １０：００～１５：００ 会計・税務研修③ 

８ １／７（水） １０：００～１５：００ 総合事業連携の取り組み 

９ ２／４（水） １０：００～１５：００ 生産資材・技術情報② 

１０ ３／４（水） １０：００～１５：００ 販売強化の取り組み 

※日程やテーマは会議室・講師の都合により変更する場合があります。 

 

 
■全農本所ＴＡＣ・営農支援課 ＴＡＣアグリビジネススクール収録動画の格納について（ご案内） 
本所ＴＡＣ・営農支援課は開催した「ＴＡＣアグリビジネススクール」の講義内容の動画をＹｏｕＴｕｂｅに限定公開して

います。 

動画ＵＲＬ・講義資料は担い手営農サポートシステム「ナレッジ」13_（会議・研修・手引き資料）にも格納済みです。 

 

■「ＴＡＣの手引き」、「ＴＡＣ担い手訪問ハンドブック」 
ＴＡＣの意義や導入目的、取組の進め方など、ＴＡＣの導入から運用に至るまでを網羅する「ＴＡＣの手引き」と、担い手訪

問のノウハウをまとめた「ＴＡＣ担い手訪問ハンドブック」について担い手営農サポートシステム「ナレッジ」13_（会議・研

修・手引き資料）に掲載しました。ご活用ください。 

 

貸出資材 

■全国共通資材の貸出 
〇のぼり、ハッピ、テーブルクロス 

貸出申請書は、担い手営農サポートシステム「ナレッジ」18_（TAC 広報・情報誌）22_（店舗・イベント）に格納されていま

す。 

○提出先：zz_zk_tac@zennoh.or.jp 

◎必ずクリーニングをして返却してください◎ 

◎返却の送料は貸出先にご負担いただきます◎ 

○タペストリー 

 本所ＴＡＣ・営農支援課は「ＴＡＣパワーアップ大会２０２５」の開催にあわせ、ＴＡＣタペストリー一覧を更新しまし

た。イベント時などにご使用ください。 

なお、使用時は「ＴＡＣタペストリー貸出しマニュアル」のご一読をお願いします 

〇提出先：zz_zk_tac@zennoh.or.jp 

※担い手営農サポートシステム「ナレッジ」12_（パワーアップ大会・営農指導員大会）に投稿済です 

 

担い手営農サポートシステム関連情報 

■担い手営農サポートシステムの利用申請について 

 利用申請（新規、再登録、削除）については、Ｗｅｂ上で実施していただきます。 
（ＵＲＬ：https://zennoh.my.site.com/entry） 
 
以下登録の手順をお知らせいたします。 
①上記ＵＲＬを開き、必要事項を入力 
②入力内容を確認し、利用規約に同意する 
③入力した内容が記載されたＰＤＦがダウンロードされる 
④申請情報で入力したアドレス宛に申し込み完了メールが送信され、ＰＤＦアップロードリンクが記載されている 

mailto:zz_zk_tac@zennoh.or.jp
mailto:zz_zk_tac@zennoh.or.jp
https://zennoh.my.site.com/entry


⑤ダウンロードされた担い手サポート管理システム申請書ＰＤＦを印刷し、「情報機器管理者」「管理者」「担当者」欄に押印する 
⑥ＰＤＦアップロードリンクに押印したＰＤＦをスキャンしてアップロードして完了 
⑦ヘルプデスクが入力内容を確認し、問題なければ、アカウント発行処理が実施される 
 
詳細は担い手営農サポートシステムのナレッジに格納しております。 
（ナレッジＵＲＬ：https://zennoh.lightning.force.com/lightning/r/Knowledge__kav/ka02x000000WRyxAAG/view) 
※ナレッジは担い手営農サポートシステムユーザーのみ閲覧可能です。 
 
■ヘルプデスク連絡先 

〒１５１－００５１東京都渋谷区千駄ヶ谷５－２７－５リンクスクエア新宿９階 
株式会社 全農ビジネスサポート 
担い手営農サポートシステムヘルプデスク 

ＴＥＬ：０３－３３５０－１１５７ 

Ｅメール：ninaite-help@z-bs.co.jp 

 

ランキング集計 
【 １２月 】月間ランキング 

 
★担い手営農サポートシステムの面談記録数（業務種別：担い手対応）を集計 

★１月１３日登録までの集計 

 

【 １２月２２日 ～ １月１１日 】週間ランキング集計 

 
★担い手営農サポートシステムの面談記録数（業務種別：担い手対応）を集計 

★１月１３日登録までの集計 

最近のメディア 

○スマート農業情報 

Ｚ－ＧＩＳのアップデート情報（積算気温抽出機能） 
※担い手営農サポートシステム「ナレッジ」15_（スマート農業・ＩＣＴ）に格納 

 

○グリーンレポート１月号 NEW 

新技術セミナー～平坦地におけるスマート農業機械の活用～ 
ＪＡと連携した農業普及活動～京の新特産品「京おくら」の普及～ 
営農アシスト～生命共済を活用した“相続・相続税対策”について～ 
担い手とともに～JA夢みなみ「みえるらべる」取得による販路拡大～ 
 

〇経営実務１１・１２月号 NEW 
いまこそＴＡＣだ！！ 島根県 ＪＡしまね 菊地雅也氏 

https://zennoh.lightning.force.com/lightning/r/Knowledge__kav/ka02x000000WRyxAAG/view
mailto:ninaite-help@z-bs.co.jp
https://zennoh.lightning.force.com/lightning/r/Knowledge__kav/ka0Ih000000g4JUIAY/view
https://www.zennoh.or.jp/greenreport/
https://www.zennoh.or.jp/greenreport/pdf/679/Gr679_07.pdf
https://www.zennoh.or.jp/greenreport/pdf/679/Gr679_08.pdf
https://www.zennoh.or.jp/greenreport/pdf/679/Gr679_13.pdf
https://www.zennoh.or.jp/greenreport/pdf/679/Gr679_14.pdf
https://www.zenkyou.com/


いまこそＴＡＣだ！！ 岡山県 ＪＡ岡山 池内伸治氏 

 
〇地上２月号 NEW 

  ※「地上」の公式ＨＰはこちらから。 

 

〇全農ウィークリー 

 ２０２６年１月１日（vol.1133）NEW 
※ＴＡＣ活動の紹介等で転載する場合は申請不要です。 

 

〇ＡＧＲＩＦＵＴＵＲＥ 

Ｎｏ．．１１０（ＪＡわかやま）発行（６／２５） 

◆生産者の声：新しょうが／すもも／南高梅（なんこううめ） 

◆クローズアップ：新しょうがレシピ 

◆地域百景：日本一の梅ブランド／和歌山県の「すもも」 

フリーペーパー：各県域ＴＡＣ部署へ送付 ＨＰはこちら 
 
○全農ＨＰ 

◉全農全国高等学校カーリング選手権大会が開幕～選手たちを「もぐもぐブース」で応援～NEW 

◉「国産大豆商品発見コンテスト」受賞者決定！ ～受賞団体へ表彰をおこないました！～NEW 
◉「石川佳純４７都道府県サンクスツアーin鳥取」 ４年の歳月をかけて全国を巡り、遂に完走！NEW 

 

○農業協同組合新聞 
◉仕事にやりがい、職員を大切にする経営を ＪＡ人づくりトップセミナー ＪＡ全中（１）NEW 
◉仕事にやりがい、職員を大切にする経営を ＪＡ人づくりトップセミナー ＪＡ全中（２）NEW 
◉鳥インフル コロンビアからの家きん肉等 輸入を一時停止 農水省 NEW 
◉みどり戦略対策に向けたＩＰＭ防除の実践（92）キノン（求電子系）【防除学習帖】第 331回 NEW 
◉農薬の正しい使い方（65）除草剤の作用機作【今さら聞けない営農情報】第 331回 NEW 
◉今年の一字は「翔」 山野全中会長 NEW 
◉米価水準 「下がる」見通し判断増える 12月の米穀機構調査 NEW 
◉鳥インフル 米国からの生きた家きん、家きん肉等 輸入を一時停止 農水省 NEW 
◉鳥インフル 英国からの生きた家きん、家きん肉等 輸入を一時停止 農水省 NEW 
◉外食市場調査 11月度 2019年比 89.6% 5か月ぶりに後退 NEW 
◉「なくてはならない全農」への決意 消費促進へ牛乳で乾杯 全農賀詞交換会 NEW 
◉鳥インフル 米国からの生きた家きん、家きん肉等 輸入を一時停止 農水省 NEW 
◉ＪＡグループの結集を ＪＡ中央機関新年賀詞交換会 NEW 
◉緑茶の輸出 昨年比 1.6倍 11月実績 NEW 
◉鳥インフル 米国からの生きた家きん、家きん肉等 輸入を一時停止 農水省 NEW 
◉鳥インフル 英国からの生きた家きん、家きん肉等 輸入を一時停止 農水省 NEW 
◉【2026新年号】石破茂前首相インタビュー ＪＡと政府、思い一つに NEW 
◉1月の野菜生育状況と価格見通し キャベツ、レタスは平年を下回る見込み 農水省 NEW 
◉鳥インフル 米国からの生きた家きん、家きん肉等 輸入を一時停止 農水省 NEW 
◉【年頭あいさつ 2026】将来にわたって日本の食料を守り、生産者と消費者を安心で結ぶ 折原敬一 全国農業協同組合連合

会経営管理委員会会長 NEW 
◉【年頭あいさつ 2026】利用者本位の活動基調に 青江伯夫 全国共済農業協同組合連合会経営管理委員会会長 NEW 
◉【年頭あいさつ 2026】金融・非金融で農業を支援 北林太郎 農林中央金庫代表理事理事長 NEW 
◉【年頭あいさつ 2026】食料安全保障の確保に貢献 山野徹 全国農業協同組合中央会代表理事会長 NEW 
◉みどり戦略対策に向けたＩＰＭ防除の実践（91）ビスグアニジン【防除学習帖】第 330回NEW 
◉農薬の正しい使い方（64）生化学的選択性【今さら聞けない営農情報】第 330回 NEW 
◉【2026新年号】鈴木憲和農相インタビュー 先見通せる農政めざす NEW 
◉農業予算 250億円増 2兆 2956億円 構造転換予算は倍増 NEW 
◉【スマート農業の風】（21）スマート農業を家族経営に生かす NEW 
◉米の「民間備蓄制度」に疑問や反発 食糧部会 NEW 
◉家庭での米消費、前年比 11.7％減 マイナス幅拡大、「新米不振」裏付け 米穀機構 11月調査 NEW 
◉日本産の米・米加工品の輸出促進策を議論 「GOHANプロジェクト」で事業者が意見交換 農水省 NEW 
 
◉病害虫発生情報 

 

※ 本リンクは、インターネット上にある新聞や各種情報のうち、ＴＡＣ・営農支援課が担い手に関係する内容を収集して作成しています。 
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全農本所 耕種総合対策部 ＴＡＣ・営農支援課 
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ＨＰ  
 

ＴＡＣ・出向く活動パワーアップ大会 2025「大会宣言」 
我々ＴＡＣは、 

一、担い手とともに、新たな技術と知恵で、 

持続可能な農業を創造します。 

一、ＪＡグループの総合力を結集し、 

多様なニーズに応えます。 

一、地域社会を守るため、 

「食」と「農」をつなぐ架け橋となります。 

★第２・第４水曜を基本に定期配信します（水曜日が祝日の場合は休刊します）★ 
※お休み等で配信日が変更となることもございます。ご了承ください。 
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